
クアトロマーカー検査
クアトロマーカー検査について
クアトロマーカー検査とは、⺟体⾎清中の４つの⺟体⾎清マーカー（AFP, free β-hCG, uE3, 
inhibin A, ）を測定して、胎児の対象疾患リスクを確率として算出するスクリーニング検査です。
本邦では唯⼀、スクリーニング検査としてコンバインド検査（OSCAR検査）をご提供している
当社から、この度新たに「クアトロマーカー検査」を⽇本の妊婦様へご提供を開始致します。

本検査の検体量と受検対象週数

測定する4つの⾎清マーカーは⼈種や妊娠週数など妊婦情報により増減しますが、胎児が対象疾患
である場合には通常と⽐較し、以下の様に各⾎清マーカーは増減します。
これらを利⽤し、当社はThermo Fisher Scientific社のFast Screen Plusというソフトウェアを採⽤する
ことでリスク計算を⾏います。

対象疾患と各⺟体⾎清マーカーの増減

本検査でハイリスク/ローリスクの場合
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参考⽂献

本検査ではカットオフ値を設定し、それよりも⾼い場合はスクリーニング・ハイリスク、低い
場合はスクリーニング・ローリスクと報告致します。本検査は対象疾患に罹患している確率を
算出するスクリーニング検査であるため、例えハイリスクの場合でも、必ずしも対象疾患であ
るとは限りません。T21やT18のハイリスクの場合には⽺⽔染⾊体検査が必要、神経管閉鎖不
全のハイリスクの場合には胎児精密超⾳波検査が必要となります。
また本検査の陰性適中率は99.83％以上2と⾼いものの、100%ではないため対象疾患を完全に
否定するものではないことを予めご了承ください。

他社との違い
FMF(Fetal Medicine Foundation)のトップであり出⽣前診断の権威であるNicolaides K.H.のReview論⽂1

を参考に、同じクアトロ検査でもhCGではなく、当社ではDetection rateが⾼いfree β-hCGを採⽤す
ることで、より正確な結果を妊婦様に提供致します。
Method of screening Detection rate (%)
（他社）Maternal age + serum AFP, hCG, uE3, inhibin A 65-70

（当社）Maternal age + serum AFP, free β-hCG, uE3, inhibin A 70-75

AFP free β-hCG uE3 Inhibin A
トリソミー21（T21） ↓ ↑ ↓ ↑

トリソミー18（T18） ↓ ↓ ↓ ー
神経管閉鎖不全 ↑ ー ー ー

検体量 ︓⾎液6ml 採⾎管︓⾎清分離剤⼊真空採⾎管6ml
保管状態 ︓冷蔵
受検対象週数︓妊娠週数15週0⽇〜19週6⽇まで（出産予定⽇と採⾎⽇からの⾃動計算）


